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隋
609 大業 5 4 月 伊吾、隋に遣使。6 月 伊吾の吐屯設等が西域の数千里の地を隋に献上。 ─












640 貞観 14 唐、麹氏高昌国を滅ぼす。 22
648 貞観 22 唐、亀茲を征服。 30
657 顕慶 2 唐、阿史那賀魯の乱を鎮圧。 39
658 顕慶 3 唐、康居都督府を設置。 40
718 開元 6 ?????? 101




に頼ることなく、現在と過去のあらゆる事を諳んじていた。自分の小城を率いて、遠方の天子の徳を仰ぎ敬った。祖父の昧は、その父の後を継ぎ、節操が固いさまは変わらなかった。父 曰は、早くに玉門関に使いに出て、西方の塞を鎮守した。そうして礼節 以て長子を派遣し、胡服を改め 来庭させた。これこそ公のことである。　
公は唐に至り、皇帝から誠の心を褒め称えられ、特に中郎将の官を授けられた。公は自ら皇帝の側に仕え、長い年
月を経たが、些細な過ちもなく、評判は日に日に聞こえるようになった。これにより、冠軍大将軍を加えられ、位を上柱国に進められ、右領軍中郎将の職に転じた。勇猛な宮中衛兵を従え、つつしんで皇帝の計略を助け、豹韜のごとき奇策を用いて、凶悪な賊をことごと 挫いた。公は、平素から分相応な程度をわきまえ、華美を誇ること 良しとはせず、病と称し 隠居し 私邸で安らかな生活を送った。一年に史多が人と会うのは二三回 みであった。万物を生み出す力は不滅であり 五千年 一人の賢者を世 遣わすが やがてはその聖人も天に帰 、一塊の土と化し しまうものである。公は開元六年（七一八）十月二六日に郷里の邸宅で亡くなった。享年一〇一であった。開元七年（七一九）四月十五日に洛陽城の南に埋葬した。礼に適ったことである。　
その墓地は、洛陽に近く、天子の居処の側に位置し、伊水を臨み、優れた美石を蓄える南山の傍にある。鶴に乗っ
た仙人が弔いに訪れるという瑞兆が現れ、神亀で占うことで墓地が示され 遺された子が喪に服して哀しむ様子は、親孝行で知られるかの曽参にも勝るものであり、良き友が墓前 悲しむ様子 、友人思いで知られるかの呉季札をも凌ぐものである。功績を記録した文献を と 、ここに墓門に刻む。崇敬して立派な功績 広め、永くこの石に刻み残そうとするものである。そこで次のよ に詞を作っ 。　
徳の力は天をも動かし、遠くまで及ばないことはない。明らかな中心である唐は、四方から拝され、優れた公の一


















































が初めてで、当時の史曰の年齢は五〇前後だと推測されるので、その後に唐の政治・文化を習得して任官され玉門関に派遣されるようになるには高 すぎる。唐の建国後間もなく朝貢使節と関係なく派遣されたとも推測できようが、現在のところ、史曰が入朝したであろう契機を史書中から見つけ出すことはできない。また、趙氏が推測するように史曰が唐 重要な任務を負って玉門関に派遣されたのであれば、そ 官職名が息子の「史多墓誌」に記載されるのが一般的であろうが、記されておらず、この点も不自然である。　
第二は、 「史多墓誌」の「代々龍庭に貴たり」 （二行目）との「粤に龍庭より入りて鳳闕に侍す」 （一七～一八行目）
の表現について る。 「龍庭」とは一般に「遊牧民族の王庭」を意味し 当時の場合は突厥を指す（語釈④） 。ただし、趙氏は、史多の一族を史国出身と見 いる で「龍庭」＝「史国」と解釈し い 。　
第三は、史多が入朝する際に「削袵」 （五・一八行目） ・ 「解辮」 （一八行目）したという点についてである。語釈⑬

























は袵を削して体に加う） 」としている［石見一九九二］ 。また「契苾李中郎墓誌」 （天宝三年：七四
四年）にも唐への帰附を「解其左袵 万里入臣（其の左袵 解き、万里もて入臣す） 」と記している［石見一九九〇］ 。以上のよう 「削袵解辮」して入朝するということは、自らの習俗を漢風に改めて唐への服従を示していると言えるであろう。趙氏の解釈に従えば、史多はその父の史曰が職務にあたっていた玉門関（これは唐の内側）で生まれ育ったことになるが、そ 彼が「削袵解辮」したと う はおかしい。史多が「削袵解辮」し は、彼の代で初めて唐に入朝したことを意味するはずである。　
以上のような疑問が生ずるのは、史多を史国出身の質子とすること、つまり史多一族が代々城主を務めたというそ








皇化」とあって、その城を率いて当時の中国皇帝（＝隋煬帝：大業年間（六〇五～六一八） ）を敬慕した。祖父の昧は「嫡襲、不墜忠貞」とあり、その城主の地位と中華王朝への忠貞の態度を継承した。父の曰については「夙使玉関、作鎮金塞」とあるだけで 玉門関に派遣され、金塞で鎮守したが、その目的・経路・時期は不詳である。そして、墓主の史多 削袵 「解辮」して唐に入朝した。その時期は、史多の年齢や唐入朝後の官歴から貞観年間中（六二七～六四九年：史多九～三一才）が最も妥当であると考えられよう。　
以上から、まず史氏一族は、曾祖父の達官の時（隋煬帝大業年間）と史多の時（唐太宗貞観年間）との少なくとも















































































年：六四八年） 、阿史那賀魯の乱を鎮圧（顕慶二年：六五七年） 、康居都督府を設置（顕慶三年：六五八年）して、中央アジアへの進出を果たしていく。ソグド人聚落伊吾の帰属は、唐にとってはそれ以後の対中央アジア政策を決定づける重要な出来事であるが、唐と境を接す 伊吾のソグド人にとってはさらに生死をかけた重要な選択であった。　
以上のような伊吾と隋唐の関係を念頭に置くと、先述した「史多墓誌」に見られる二度の中華王朝への服従は以下














































ド人は唐の建国以前から交易ために中国内に形成されていた植民聚落 拠点とし、森部氏のいう「ソグド系突厥」は東突厥の崩壊後に唐に降った六州胡に代表されるように、突厥から唐に到った者を指し、一線を画 のである。この両者がど ような関係 あ のかという問題については これまで未解決であった。　
本稿で扱った「史多墓誌」は、この問題に対して一石を投じるのではなかろうか。史多は、植民聚落を拠り所とし






















本墓誌を掲載する資料は、以下のとおりである。①趙［二〇〇九：見開き（拓本写真） ・八〇頁（録文） ］ 、②齊運通編『洛





5）　『新唐書』巻二二一下、西域伝下、史（六二四八頁） 「隋大業中（六〇五～六一七年） 、其君狄遮始通中国、号最彊盛、築乞史城、地方数千里。 」
（
6）　『冊府元亀』巻九七〇、外臣部、朝貢（一一二三〇頁） 。なお『貞観政要』巻九、議征伐（四七六～四七七頁）や『新唐書』巻二二一下 西域伝、康（六二四四頁）には、貞観五年（六三一）に同じソグディアナの康国（サマルカンド）の帰附の願いを太宗がその遠さを理由に断った記事がある 当時の太宗にはソグディアナまで領土を拡大する意欲はなかったことが分かる。
（
7）　『隋書』巻八四、北狄伝、突厥（一八七〇頁） 「至於削衽解辮、革音従律、習俗已久、未能改変。 」 号は『隋書』巻一、高祖帝紀（二三頁）による。
（




野川［一九四二］ ・森部［ 〇 〇：九八～一一〇頁］参照。
（
10）　『隋書』巻八四、北狄伝、鉄勒（一八八〇頁） 「 （大業元年：六〇五年） 「遂立俟利発俟斤契弊歌楞為易勿真莫何可汗、居貪汗山。……処羅可汗既敗、莫何可汗始大。莫何勇毅絶倫 甚得衆心、為鄰国所憚 伊吾・高昌・焉耆諸国悉附之。 」
（


















































『礼記』 ・ 『孟子』 ・ 『論衡』 ・ 『春秋左氏
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本稿で扱った「史多墓誌」について、拓本の入手までは科学研究費補助金基盤研究（Ｂ） 「ソグド人の東方活動に関する基礎的研究」 （研究代表：森部豊、関西大学文学部教授）によるものである。また、考察については科学研究費補助金若手研究（Ｂ） 「隋唐期における墓誌史料の研究基盤情報の整理と分析」 （研究代表：筆者）の成果の一部である。
